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［収益の状況］ ［健全経営の指標・資産の状況］ 

①破産更生債権およびこれらに準ずる債権
破産などの理由で経営破綻に陥ったお取引先に対する債権やこれらに準ずる債権。

②危険債権
経営破綻はしていないが、財政状態や経営成績が悪化して、契約通りに元本の回収や利息の
受取りができない可能性の高い債権。

③要管理債権
3カ月以上延滞債権と貸出条件緩和債権のうち①②以外の債権。

④正常債権
お取引先の財政状態や経営成績に特に問題がない、①～③以外の債権。

①破綻先債権
未収利息を計上していない貸出金のうち、破産法などの法的手続きが取られているお取引先や手形
交換所で取引停止処分などを受けたお取引先に対する貸出金。

②延滞債権
未収利息を計上していない貸出金（ただし、①およびお取引先の経営再建や支援のために利息
の支払を猶予した貸出金は除く）。

③3カ月以上延滞債権
元本や利息の支払が約定支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金（ただし、①と②は除く）。

④貸出条件緩和債権
お取引先の経営再建や支援のために、金利の減免や利息の支払猶予、債権の放棄など、お取引
先に有利な取決めをした貸出金（ただし、①～③は除く）。

【金融再生法開示債権】

【リスク管理債権】

12 13

業績ハイライト 業績ハイライト

格付け

（2019年3月末、単位：億円）

区分 保全額 保全率

145

153

782

484

54.2%

100%

81.5%

89.8%

合　計
47,767

正常債権
46,807

小計
960

合計
954

要管理債権
268

危険債権
539

破産更生債権および
これらに準ずる債権

153

貸出条件緩和債権
249

3カ月以上延滞債権
19

延滞債権
638

破綻先債権
48

リスク管理債権
（対象：貸出金）

金融再生法開示債権
(対象：与信関連科目、ただし要管理債権は貸出金のみ)

金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況

注.2015年3月期～2018年3月期は、一般貸倒引当金および個別貸倒引当金の合計額ならびに偶発損失
　 引当金が取崩となりましたことから、貸倒引当金戻入益および偶発損失引当金戻入益を計上しております。

業務粗利益、業務純益・コア業務純益

経常利益・当期純利益

自己資本比率

銀行本来の業務の収支である「資金運用収支」、「役務取引等収支」および「その他業務収支」の3つの合計をいいます。
業務粗利益から経費と一般貸倒引当金繰入額を引いたものが業務純益です。
業務粗利益から経費と国債等債券損益を控除したものです。一時的な要因に左右されない銀行の本来業務での収益を示しています。

【 業 務 粗 利 益 】
【 業 務 純 益 】
【コア業務純益】

銀行の営業活動によって通常発生する収益（経常収益）から費用（経常費用）を引いたもので、毎年生じる通常の利益を表します。　
経常利益に、そのときに発生した利益と損失（特別利益、特別損失）と税金等を加減したものが最終的な利益である「当期純利益」です。

【 経 常 利 益 】
【 当 期 純 利 益 】

銀行の健全性をはかる重要な指標の一つです。当行は、国内
基準を適用のうえ自己資本比率を算出しております。

【自己資本比率】



（2019年5月31日現在）

注1.「D」を使用していない格付機関もあります。
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先に有利な取決めをした貸出金（ただし、①～③は除く）。

【金融再生法開示債権】

【リスク管理債権】

12 13

業績ハイライト 業績ハイライト

格付け

（2019年3月末、単位：億円）

区分 保全額 保全率

145

153

782

484

54.2%

100%

81.5%

89.8%

合　計
47,767

正常債権
46,807

小計
960

合計
954

要管理債権
268

危険債権
539

破産更生債権および
これらに準ずる債権

153

貸出条件緩和債権
249

3カ月以上延滞債権
19

延滞債権
638

破綻先債権
48

リスク管理債権
（対象：貸出金）

金融再生法開示債権
(対象：与信関連科目、ただし要管理債権は貸出金のみ)

金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況

注.2015年3月期～2018年3月期は、一般貸倒引当金および個別貸倒引当金の合計額ならびに偶発損失
　 引当金が取崩となりましたことから、貸倒引当金戻入益および偶発損失引当金戻入益を計上しております。
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業務粗利益から経費と一般貸倒引当金繰入額を引いたものが業務純益です。
業務粗利益から経費と国債等債券損益を控除したものです。一時的な要因に左右されない銀行の本来業務での収益を示しています。
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銀行の営業活動によって通常発生する収益（経常収益）から費用（経常費用）を引いたもので、毎年生じる通常の利益を表します。　
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※本表の「預り資産」は、投資信託、保険、公共債、仕組債等の合計額であり、外貨預金は除いております。
　なお、投資信託、保険、公共債、仕組債等は、当行の運用資産ではありません。
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［預貸金等の状況］  ［預貸金等の状況］  業績ハイライト 業績ハイライト

地域への信用供与の状況

宮城県内預金・貸出金シェア

預貸金等の動向



（単位：％）

（2019年3月末）宮城県内預金シェア
（単位：％）

（2019年3月末）宮城県内貸出金シェア

※本表の「預り資産」は、投資信託、保険、公共債、仕組債等の合計額であり、外貨預金は除いております。
　なお、投資信託、保険、公共債、仕組債等は、当行の運用資産ではありません。

法人の
お客さま

個人の
お客さま

地方
公共団体

お
客
さ
ま

地域貢献

中小企業
支援

震災復興
支援

創業・新規事業
育成

個人向け
貸出

地域経済
活性化

お
客
さ
ま

預金・譲渡性
預金残高

7兆8,918億円
うち宮城県内
7兆3,612億円
（93.3％）

預り資産※
5,477億円
うち宮城県内
5,172億円
（94.4％）

株主の皆さま 純資産の部
4,812億円

七
十
七
銀
行

貸出金残高
4兆7,250億円
うち宮城県内
3兆4,252億円
（72.5％）

有価証券残高
2兆9,649億円

個人の
お客さま

地方
公共団体

法人の
お客さま

（2019年3月末）

※ゆうちょ銀行、農漁協は含まれておりません。 ※農漁協は含まれておりません。

都銀等 9.4

信託 4.4

地銀 5.0

信金 9.7

その他 6.6

第二地銀 10.0 七十七銀行

54.9

都銀等 12.6

信託 1.8

地銀 15.3

信金 7.7

その他 6.5

第二地銀 13.5
七十七銀行

42.6

■ 投資信託
■ 保険
■ 仕組債等

■ 公共債
■ 外貸預金

29,64929,649

21,695

6,576

1,378

36,836

32,426
34,789

5,115

30,296
1,425

1,252
1,510

5,666

27,871

6,360

24,5565,6115,611
908908

3,2443,244

1,076
134

7,015

6,166
6,521

3,303

17
134

67
148

174
158

2,3712,371
1,747

2,559

1,002

2,860

1,075

3,001

1,086

預金・譲渡性預金残高の推移 貸出金残高の推移

預り資産残高の推移 有価証券残高の推移

※外貨預金は金融預金およびオフショア勘定を含んでおりません。

47,250

34,252

42,277
44,50343,579

29,177 30,272
31,544

78,918

73,612

79,643

74,348

0

80,000

70,000

60,000

（単位：億円）

78,549 78,214
79,712

73,847
75,032

73,360

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

0

8,000

6,000

4,000

2,000

（単位：億円）

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

0

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

（単位：億円）

46,271

33,489

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

5,730
971

3,098

1,338

181
142

0

40,000

30,000

20,000

10,000

（単位：億円）

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

31,260

23,306

6,359

1,595

■ 預金・譲渡性預金残高
■ うち宮城県内預金・譲渡性預金残高

■ 貸出金残高
■ うち宮城県内貸出金残高

■ 株式
■ 債券

■ その他

249

M
IN

I -D
ISC

LO
SU

RE 2
019 「

業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト
」

M
IN

I -D
ISC

LO
SU

RE 2
019 「

業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト
」

14 15

［預貸金等の状況］  ［預貸金等の状況］  業績ハイライト 業績ハイライト

地域への信用供与の状況

宮城県内預金・貸出金シェア

預貸金等の動向



39.5
38.6

25.0

22.5

4.54.5

4.5

9.0
4.54.5

4.5

9.0 47.5 25.0

25.0

50

1株当たり配当金の推移 ■ 期末配当金■ 中間配当金

2016年
3月期

2017年
3月期

2020年
3月期（予想）

22.5

4.5
(22.5)
4.5
(22.5)

45

2019年
3月期

2018年
3月期

10

0

50

25

0

（単位：円） （単位：円）

5

株
式
併
合
実
施

11,342

10,857

8,860

9,316

10,125

9,688

8,274

8,913

中小企業向け貸出金残高、中小企業向け貸出金比率 個人向け貸出金・住宅ローン残高の推移

（単位：億円、％） 18,254

13,893

40.614,121

16,452

15,195

33.4
34.9

37.3
35.7

37.0

10,414

11,300

12,445

17,515

13,366

39.9
37.9

30

35

45

40

5018,000

16,000

12,000

14,000

10,000

0 0

■ 中小企業向け貸出金残高■ うち県内中小企業向け貸出金残高
　　 中小企業向け貸出金比率　　　 県内中小企業向け貸出金比率

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

2015年
3月末

2016年
3月末

2017年
3月末

2018年
3月末

2019年
3月末

（単位：億円）
11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

0

10,930
10,467

10,965

10,489
10,581

10,118

■ 個人向け貸出金残高 ■ 住宅ローン残高
■ うち県内個人向け貸出金残高　■ うち県内住宅ローン残高

8,609

8,056

8,644
9,023

9,775
9,363
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※業種別の貸出金残高の内訳は単位未満切り捨て

　2013年12月の経営者保証に関するガイドラインの公表を
うけ、経営者保証に依存しない融資の促進に向けた態勢を
強化しております。
　当行では、これまでに本ガイドラインで求められているお客
さまの経営状況等について適切に確認を行ったうえで、無保証
融資、保証契約の解除（事業承継時の前経営者の保証契約の
解除を含む）、既存の保証契約の見直しに対応しており、引続き
誠実に対応してまいります。

※極度内の融資実行等は含んでおりません。

2018年度における「経営者保証に関するガイドライン」への取組状況
新規に無保証で融資した件数※
保証契約を解除した件数
保証契約を変更した件数

2,211件
379件
11件

新規融資件数※ 11,977件
新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合 18.5％
事業承継時に新・旧経営者の双方から保証徴求した割合 7.8％

株式のご案内

事業年度と
剰余金の配当の
基準日

定時株主総会

定時株主総会の
基準日

単元株式数

公告方法

株主名簿管理人

同事務取扱場所

当行の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までの
1年といたします。
剰余金の配当の基準日につきましては、毎年3月31日を
期末配当の基準日といたします。また、毎年9月30日を
中間配当の基準日といたします。

電子公告といたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告をすることができない場合は、仙台市において
発行する河北新報および東京都において発行する日本
経済新聞に掲載して行います。

毎年3月31日といたします。
なお、臨時に基準日を定める必要のある時は、あらかじめ
公告をもってお知らせいたします。

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社本店

100株

6月の下旬に開催いたします。

株式の状況（2019年3月31日現在）

※当行は2019年3月31日現在、自己株式を1,901千株保有しており、上記大株主から除外して
おります。

（2019年3月31日現在）大株主の状況

3,785

3,260

3,086

3,082

2,604

2,455

1,775

1,695

1,267

1,236

4.93

4.25

4.02

4.02

3.39

3.20

2.31

2.21

1.65

1.61

氏名又は名称 所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

明治安田生命保険相互会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本生命保険相互会社

住友生命保険相互会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

第一生命保険株式会社

株式会社三菱UFJ銀行

東北電力株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

●発行済株式総数
●株主数

76,655千株
11,790名

注：2017年10月1日付で5株を1株に株式併合しており、2018年3月期について、中間
配当金を株式併合実施後の株式数をもとに換算すると1株当たり22円50銭と
なりますので、これにより年間配当金は1株当たり45円に相当いたします。

（単位：億円、％）

　当行では、お客さまや地域の皆さま、株主の皆さまといった
ステークホルダーの方々に当行の経営状況等をご理解して
いただけるよう、機関投資家・個人投資家向け説明会の開催
など、ディスクロージャー活動に積極的に取り組んでおります。

［預貸金等の状況］  業績ハイライト 株式情報

投資家向け説明会の開催

業種別貸出金の状況 経営者保証に関するガイドラインへの取組状況

製造業
農業、林業
漁業
鉱業、採石業、砂利採取業
建設業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
不動産業、物品賃貸業
その他サービス業
地方公共団体
その他
合計

貸出金残高 うち宮城
県内向け 同比率

4,200
65
50
37

1,536
1,927
292
1,277
3,844
3,059
9,795
3,412
6,407
11,342
47,250

1,799
56
49
11

1,300
1,593
69
720
2,686
1,002
5,779
2,803
5,446
10,930
34,252

42.8
86.4
99.6
31.3
84.6
82.7
23.7
56.4
69.9
32.8
59.0
82.1
85.0
96.4
72.5

業種別貸出金残高
（2019年3月末）

中小企業向け貸出金の状況 個人向け貸出金の状況




